
第

二

千

四

百

三

十

二

号

平
成
二
十
五
年
三
月
二
十
九
日

(

金
曜
日)

目

次

規

則

○
岐
阜
県
廃
棄
物
の
適
正
処
理
等
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を

改
正
す
る
規
則

(

廃
棄
物
対
策
課)

二
二
五
ペ
ー
ジ

○
知
事
の
権
限
に
属
す
る
事
務
に
係
る
事
務
処
理
の
特
例
に
関
す
る
規

則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

(

都
市
政
策
課)

二
二
六

○
岐
阜
県
建
築
基
準
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
(

建
築
指
導
課)

二
二
六

告

示

○
知
事
等
が
実
施
す
る
各
種
試
験
の
結
果
の
情
報
提
供
に
関
す
る
実
施

要
綱
に
よ
り
結
果
を
提
供
す
る
試
験
に
関
す
る
告
示
の
一
部
改
正

(
法
務
・
情
報
公
開
課)

二
二
六

○
騒
音
規
制
法
に
基
づ
く
騒
音
の
規
制
地
域
及
び
規
制
基
準
に
関
す
る

告
示
の
一
部
改
正

(

環
境
管
理
課)

二
二
七

○
岐
阜
県
保
健
医
療
計
画(

第
六
期)

の
公
表

(

健
康
福
祉
政
策
課)

二
二
七

○
家
畜
保
健
衛
生
所
長
印
に
関
す
る
告
示
の
一
部
改
正

(

畜

産

課)
二
二
八

○
可
児
都
市
計
画
下
水
道
事
業
の
変
更
認
可

(

下

水

道

課)
二
二
八

○
関
ケ
原
都
市
計
画
下
水
道
事
業
の
変
更
認
可

(

同

)

二
二
八

○
岐
阜
都
市
計
画
下
水
道
事
業
の
変
更
認
可

(

同

)

二
二
八

○
建
築
事
務
所
長
印
に
関
す
る
告
示
の
一
部
改
正

(

建
築
指
導
課)

二
二
九

公

示

○
市
営
土
地
改
良
事
業
の
換
地
処
分

(

農
地
整
備
課)

二
二
九

規

則

岐
阜
県
廃
棄
物
の
適
正
処
理
等
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布

す
る
。平

成
二
十
五
年
三
月
二
十
九
日

岐
阜
県
知
事

古

田

肇

岐
阜
県
規
則
第
十
一
号

岐
阜
県
廃
棄
物
の
適
正
処
理
等
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

岐
阜
県
廃
棄
物
の
適
正
処
理
等
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則(

平
成
十
一
年
岐
阜
県
規
則
第
百
二
十
六

号)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
条
中｢

工
業
標
準
化
法(

昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
五
号)

に
基
づ
く
日
本
工
業
規
格
Ｑ

一
四
〇
〇
一
そ
の
他
の
国
際
標
準
化
機
構
一
四
〇
〇
一
に
定
め
る
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
を
構

築
し
、
及
び
実
施
し
て
い
る
も
の
と
し
て
審
査
登
録
機
関
に
登
録
さ
れ
て
い
る
事
業
場
に
つ
き
、
当
該

事
業
場
を
有
す
る
事
業
者｣

を｢

次
に
掲
げ
る
と
お
り｣

に
改
め
、
同
条
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

一

工
業
標
準
化
法(

昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
五
号)

に
基
づ
く
日
本
工
業
規
格
Ｑ
一
四
〇

〇
一
そ
の
他
の
国
際
標
準
化
機
構
一
四
〇
〇
一
に
定
め
る
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
を
構
築

し
、
及
び
実
施
し
て
い
る
も
の
と
し
て
審
査
登
録
機
関
に
登
録
さ
れ
て
い
る
事
業
場
に
つ
き
、
当

該
事
業
場
を
有
す
る
事
業
者

二

そ
の
事
業
活
動
に
係
る
環
境
配
慮
の
状
況
に
つ
い
て
一
般
財
団
法
人
持
続
性
推
進
機
構(

平
成

二
十
二
年
十
二
月
二
日
に
一
般
財
団
法
人
持
続
性
推
進
機
構
と
い
う
名
称
で
設
立
さ
れ
た
法
人
を

い
う
。)
に
よ
る
認
証
を
受
け
て
い
る
事
業
者

第
七
条
中｢

次
に
掲
げ
る
と
お
り｣

を｢

次
に
掲
げ
る
事
業
者(

前
年
度
の
産
業
廃
棄
物(

特
別
管

理
産
業
廃
棄
物
を
除
く
。)
の
発
生
量
が
千
ト
ン
以
上
又
は
前
年
度
の
特
別
管
理
産
業
廃
棄
物
の
発
生
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(

火
曜
日

金
曜
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発
行

(

休
日
に
当
た
る

と
き
は
翌
日)

平
成
二
十
五
年
三
月
二
十
九
日



二
十
三

削
除

羽
島
郡

郡 揖
斐
郡

羽
島
郡

本
巣
郡

西
濃
建
築
事
務
所

岐
阜
建
築
事
務
所

岐
阜
・
西
濃
建
築

事
務
所

羽
島
市

山
県
市

瑞
穂
市

本
巣
市

海
津
市

養
老
郡

不
破
郡

安
八
郡

揖
斐
郡

本
巣

海
津
市

養
老
郡

不
破
郡

安
八
郡

羽
島
市

山
県
市

瑞
穂
市

本
巣
市

量
が
五
十
ト
ン
以
上
で
あ
る
事
業
場
に
つ
き
、
当
該
事
業
場
を
設
置
し
て
い
る
事
業
者
を
除
く
。)｣

に

改
め
る
。

第
十
二
条
第
三
項
第
一
号
イ
中｢

変
更
す
る
も
の｣

を｢

増
大
す
る
に
至
る
も
の｣

に
改
め
、
同
号

ホ
中｢

ヘ
に
お
い
て
同
じ
。｣

を
削
り
、
同
号
ヘ
中｢

場
合｣

の
下
に｢(

排
ガ
ス
の
性
状
、
排
水
の
水

質
そ
の
他
の
生
活
環
境
へ
の
負
荷
に
関
し
周
辺
地
域
の
生
活
環
境
の
保
全
の
た
め
に
達
成
す
る
こ
と
と

し
た
数
値
を
変
更
す
る
場
合
で
あ
っ
て
、
当
該
変
更
に
よ
っ
て
周
辺
地
域
の
生
活
環
境
に
対
す
る
影
響

が
減
少
す
る
こ
と
と
な
る
も
の
又
は
排
ガ
ス
の
性
状
及
び
放
流
水
の
水
質
の
測
定
頻
度
の
変
更
で
あ
っ

て
、
当
該
変
更
に
よ
っ
て
頻
度
が
高
く
な
る
も
の
を
除
く
。)｣

を
加
え
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

知
事
の
権
限
に
属
す
る
事
務
に
係
る
事
務
処
理
の
特
例
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を

こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
二
十
五
年
三
月
二
十
九
日

岐
阜
県
知
事

古

田

肇

岐
阜
県
規
則
第
十
二
号

知
事
の
権
限
に
属
す
る
事
務
に
係
る
事
務
処
理
の
特
例
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規

則

知
事
の
権
限
に
属
す
る
事
務
に
係
る
事
務
処
理
の
特
例
に
関
す
る
規
則(

平
成
十
二
年
岐
阜
県
規
則

第
四
十
六
号)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
二
十
三
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

岐
阜
県
建
築
基
準
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
二
十
五
年
三
月
二
十
九
日

岐
阜
県
知
事

古

田

肇

岐
阜
県
規
則
第
十
三
号

岐
阜
県
建
築
基
準
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

岐
阜
県
建
築
基
準
法
施
行
細
則(

昭
和
二
十
六
年
岐
阜
県
規
則
第
九
号)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

｢

第
二
条
の
表
中

｢を

｣

に
改
め
る
。

｣

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

告

示

岐
阜
県
告
示
第
百
九
十
三
号

知
事
等
が
実
施
す
る
各
種
試
験
の
結
果
の
情
報
提
供
に
関
す
る
実
施
要
綱
に
よ
り
結
果
を
提
供
す
る

試
験
に
関
す
る
告
示(

平
成
七
年
岐
阜
県
告
示
第
二
百
十
六
号)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
平

成
二
十
五
年
度
に
実
施
す
る
試
験
か
ら
適
用
す
る
。

平
成
二
十
五
年
三
月
二
十
九
日

岐
阜
県
知
事

古

田

肇
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国
際
た
く
み
ア
カ
デ
ミ
ー
及
び
木
工
芸
術
ス

ク
ー
ル

計
量

検
定

所

び
木
工
芸
術
ス

第
三
種
区
域 職

業
能
力
開
発
校

入
校
生
選
考
試
験

同
上

四
郷
字
新
開
、
字
上
ノ
切
、
字
中
ノ
切
、
中
郷
新
田
字
道
上
、
字
八
反
田
、

中
郷
字
下
切
戸
、
字
長
池
、
里
字
中
之
池
、
字
八
町
、
福
束
新
田
字
東
沖
、

大
吉
新
田
字
和
ノ
割
、
字
知
ノ
割
、
下
大
榑
新
田
字
中
沼
、
字
中
江
、
字
柳

原
、
福
束
字
上
沼
、
字
中
沼
、
字
下
沼
、
南
波
字
村
上
、
字
村
東
、
字
村
内
、

楡
俣
字
松
原
、
字
一
色
、
字
村
前
、
字
梶
屋
及
び
字
郷
蔵
下
の
各
一
部

学
科
試
験
の
科

目
別
得
点職
業
能
力
開
発
校

入
校
生
選
考
試
験

主
任
計
量
者
試
験

受
験
票
及
び
運

転
免
許
証
等

運
転
免
許
証
等

同
上学
科
試
験
の
科

目
別
得
点

総
合
得
点

国
際
た
く
み
ア
カ
デ
ミ
ー
及

ク
ー
ル

同
上

同
上

第
二
種
区
域

舟
子
字
中
通
、
字
村
下
、
段
字
新
六
田
、
字
中
野
、
字
長
田
筋
、
字
具
籠
、

字
大
門
、
字
村
之
内
、
般
若
畑
字
北
出
、
字
南
出
、
字
山
畑
、
字
北
林
、
字

北
畑
、
字
三
田
、
宮
地
字
上
粕
子
、
字
中
粕
子
、
字
下
粕
子
、
字
五
反
田
、

字
沼
、
字
大
門
北
、
字
大
門
先
、
字
北
出
、
字
宮
北
、
字
村
西
、
字
宮
南
、

字
村
中
、
字
大
門
南
、
字
裏
ノ
川
南
、
字
谷
際
、
小
牛
、
願
成
寺
字
大
門
末
、

字
臼
竹
、
字
村
下
、
字
村
南
、
字
堀
次
、
字
村
前
、
字
南
屋
敷
、
字
北
屋
敷
、

字
戌
亥
屋
敷
、
字
岩
倉
、
字
墳
ノ
越
、
字
岡
ノ
坊
、
字
早
稲
田
、
沓
井
、
粕

ケ
原
、
田
中
、
萩
原
、
本
郷
、
草
深
、
小
寺
字
谷
北
、
字
谷
南
、
字
神
田
、

字
堂
向
、
山
洞
、
藤
代
字
澤
、
字
五
反
田
、
字
大
道
、
字
村
下
、
字
伏
木
、

字
四
反
田
、
字
松
原
、
字
南
沖
、
字
石
佛
、
字
櫻
花
、
字
野
方
、
字
段
、
字

鎌
ヶ
谷
、
田
畑
、
青
柳
、
杉
野
、
砂
畑
、
上
田
、
白
鳥
、
下
東
野
、
六
之
井
、

池
野
、
八
幡
、
片
山
字
辰
己
、
字
塚
田
、
字
割
前
、
字
北
松
戸
、
字
南
松
戸
、

字
中
島
、
字
上
蛭
田
、
字
下
蛭
田
、
字
東
南
号
、
字
深
町
、
字
西
南
号
、
字

社
宮
地
、
字
柳
町
、
字
高
畑
、
字
柚
ノ
木
、
字
一
ノ
井
、
字
二
ノ
井
、
字
柳

ノ
内
、
字
野
綱
、
字
谷
田
、
字
大
門
、
字
福
田
、
字
石
渕
、
字
六
畑
、
字
北

高
野
、
字
南
高
野
、
字
堀
西
、
字
京
仙
、
市
橋
字
廣
野
、
字
与
四
郎
分
、
字

向
柳
原
、
字
明
渡
、
字
境
目
、
字
照
満
、
字
修
理
田
、
字
北
出
、
字
井
ノ
ロ
、

字
樋
越
、
字
宮
ノ
前
、
字
花
ノ
木
、
字
惣
門
、
字
開
眼
坊
分
、
字
北
畑
、
字

屋
敷
、
字
柳
原
、
字
港
、
字
山
下
薮
及
び
字
七
曲
の
各
全
部

舟
子
字
萩
ケ
谷
、
字
萩
ヶ
谷
新
田
、
字
村
之
内
、
字
岩
井
宮
西
、
段
字
北
山

田
、
字
村
之
上
、
般
若
畑
字
白
山
、
字
武
者
穴
、
字
野
林
、
宮
地
字
段
原
、

願
成
寺
字
西
墳
ノ
越
、
字
住
吉
下
、
字
北
山
田
、
字
大
谷
越
、
小
寺
字
山
下
、

藤
代
字
南
林
、
字
南
谷
、
字
鶴
之
屋
敷
、
字
上
出
、
字
大
門
、
字
鍋
沖
、
片

山
字
大
畑
、
字
東
光
寺
及
び
市
橋
字
岨
の
各
一
部

｢
別
表
一
中

｢を

｣

に
改
め
る
。

｣

岐
阜
県
告
示
第
百
九
十
四
号

騒
音
規
制
法
に
基
づ
く
騒
音
の
規
制
地
域
及
び
規
制
基
準
に
関
す
る
告
示(

昭
和
四
十
四
年
岐
阜
県

告
示
第
四
百
八
十
六
号)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
平
成
二
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

平
成
二
十
五
年
三
月
二
十
九
日

岐
阜
県
知
事

古

田

肇

別
表
神
戸
町
の
部
第
三
種
区
域
の
項
中｢

、
字
観
音
堂
及
び
大
字
末
守
字
上
五
条
野｣
を｢
及
び
字

観
音
堂｣

に
改
め
、
同
部
第
四
種
区
域
の
項
中｢

及
び
字
午
起｣

を｢

、
字
午
起
及
び
大
字
末
守
字
上

五
条
野｣

に
改
め
、
同
表
輪
之
内
町
の
部
第
三
種
区
域
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

別
表
輪
之
内
町
の
部
第
四
種
区
域
の
項
中｢

大
藪
字
砂
山
の
一
部｣

を｢

大
薮
字
砂
山
、
中
郷
新
田

字
道
下
、
字
東
割
、
下
大
榑
新
田
字
中
沼
、
字
奥
沼
、
下
大
榑
字
川
原
、
南
波
字
村
東
、
字
村
内
、
楡

俣
字
松
原
及
び
字
一
色
の
各
一
部｣

に
改
め
、
同
表
安
八
町
の
部
第
三
種
区
域
の
項
中｢

、
東
結
字
芝

原
北｣

を｢

及
び
東
結
字
芝
原
北｣

に
改
め
、
同
部
第
四
種
区
域
の
項
中｢

字
堅
割｣

の
下
に｢

及
び

字
北
山
田｣

を
加
え
、
同
表
池
田
町
の
部
第
二
種
区
域
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

岐
阜
県
告
示
第
百
九
十
五
号

医
療
法(
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
五
号)

第
三
十
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
岐
阜
県
保
健

医
療
計
画(
第
六
期)

を
定
め
た
の
で
、
同
条
第
十
三
項
の
規
定
に
よ
り
公
表
す
る
。

な
お
、
計
画
書
は
、
岐
阜
県
健
康
福
祉
部
健
康
福
祉
政
策
課
及
び
各
保
健
所(

保
健
所
に
置
か
れ
る

事
務
所
を
含
む
。)

に
備
え
置
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。
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平
成
二
十
五
年
三
月
二
十
九
日

岐
阜
県
知
事

古

田

肇

岐
阜
県
告
示
第
百
九
十
六
号

家
畜
保
健
衛
生
所
長
印
に
関
す
る
告
示(

平
成
十
二
年
岐
阜
県
告
示
第
二
百
八
十
二
号)

の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
し
、
平
成
二
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

平
成
二
十
五
年
三
月
二
十
九
日

岐
阜
県
知
事

古

田

肇

一
１
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

１

中
央
家
畜
保
健
衛
生
所

書

体

て
ん
書

大
き
さ

二
十
三
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
平
方

一
中
２
を
削
り
、
３
を
２
と
し
、
４
を
３
と
し
、
５
を
４
と
す
る
。

岐
阜
県
告
示
第
百
九
十
七
号

都
市
計
画
法(

昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号)

第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
可
児
都
市
計

画
下
水
道
事
業(

可
児
市
公
共
下
水
道)

の
変
更
を
認
可
し
た
の
で
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
次

の
と
お
り
告
示
す
る
。

平
成
二
十
五
年
三
月
二
十
九
日

岐
阜
県
知
事

古

田

肇

一

施
行
者
の
名
称

可
児
市

二

都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称

可
児
都
市
計
画
下
水
道
事
業

可
児
市
公
共
下
水
道

三

事
業
施
行
期
間

昭
和
六
十
三
年
十
二
月
十
六
日
か
ら

平
成
二
十
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

四

事
業
地

事
業
地
を
表
示
す
る
図
面
に
お
い
て
表
示
す
る
。

岐
阜
県
告
示
第
百
九
十
八
号

都
市
計
画
法(

昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号)

第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
関
ケ
原
都
市

計
画
下
水
道
事
業
の
変
更
を
認
可
し
た
の
で
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

平
成
二
十
五
年
三
月
二
十
九
日

岐
阜
県
知
事

古

田

肇

一

施
行
者
の
名
称

関
ケ
原
町

二

都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称

関
ケ
原
都
市
計
画
下
水
道
事
業

関
ケ
原
町
公
共
下
水
道

三

事
業
施
行
期
間

平
成
四
年
十
二
月
一
日
か
ら

平
成
三
十
二
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

四

事
業
地

事
業
地
を
表
示
す
る
図
面
に
お
い
て
表
示
す
る
。

岐
阜
県
告
示
第
百
九
十
九
号

都
市
計
画
法(

昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号)

第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
岐
阜
都
市
計

画
下
水
道
事
業
の
変
更
を
認
可
し
た
の
で
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

平
成
二
十
五
年
三
月
二
十
九
日

岐
阜
県
知
事

古

田

肇
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公

示

一

施
行
者
の
名
称

北
方
町

二

都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称

岐
阜
都
市
計
画
下
水
道
事
業

北
方
町
公
共
下
水
道

三

事
業
施
行
期
間

平
成
三
年
十
二
月
九
日
か
ら

平
成
三
十
二
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

四

事
業
地

事
業
地
を
表
示
す
る
図
面
に
お
い
て
表
示
す
る
。

岐
阜
県
告
示
第
二
百
号

建
築
事
務
所
長
印
に
関
す
る
告
示(

平
成
十
二
年
岐
阜
県
告
示
第
二
百
八
十
四
号)

の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
し
、
平
成
二
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

平
成
二
十
五
年
三
月
二
十
九
日

岐
阜
県
知
事

古

田

肇

一
１
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

１

岐
阜
・
西
濃
建
築
事
務
所

書

体

て
ん
書

大
き
さ

二
十
三
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
平
方

一
中
２
を
削
り
、
３
を
２
と
し
、
４
を
３
と
し
、
５
を
４
と
す
る
。

○
市
営
土
地
改
良
事
業
の
換
地
処
分

土
地
改
良
法(

昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号)

第
九
十
六
条
の
四
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す

る
同
法
第
五
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
飛
騨
市
営
土
地
改
良
事
業
沼
尻
地
区
の
換
地
処
分
を
平

成
二
十
五
年
三
月
二
十
一
日
に
し
た
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
九
十
六
条
の
四
第
一
項
に
お

い
て
準
用
す
る
同
法
第
五
十
四
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。

平
成
二
十
五
年
三
月
二
十
九
日

岐
阜
県
知
事

古

田

肇
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